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統
合
病
院
と
し
て
来
年
４
月
１
日
に

新
た
に
「
日
本
海
総
合
病
院
」「
日
本

海
総
合
病
院
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が

開
院
し
ま
す
が
、
11
月
１
日
か
ら
５
か

月
間
、
円
滑
な
移
行
と
人
事
交
流
の
一

環
と
し
て
、
22
人
の
看
護
師
が
市
立
酒

田
病
院
か
ら
県
立
日
本
海
病
院
に
派
遣

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
は
、
日
本
海
病
院

の
各
病
棟
に
配
属
さ
れ
、
日
本
海
病
院

の
看
護
師
と
と
も
に
看
護
業
務
を
行
い

な
が
ら
、
業
務
方
法
の
確
認
や
電
子
カ

ル
テ
の
習
熟
等
、
統
合
再
編
が
順
調
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
準
備
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
派
遣
に
伴
い
市
立
酒
田
病
院
で

は
、
一
部
の
病
棟
・
病
床
の
配
置
の
見

直
し
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
海
病
院
に
増
築
す
る
施

設
の
基
本
設
計
の
入
札
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
両
病
院
の
職
員
、
県
と
市
の

職
員
で
構
成
す
る
施
設
部
会
で
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
部
会

で
は
、
現
在
の
建
物
の
西
側
（
小
牧
川

寄
り
）
に
１
２
０
床
程
度
の
病
床
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
外
来
診
察

室
の
増
設
、
手
術
室
の
増
設
等
が
望
ま

し
い
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
設
計
業
者
が
決
定
次
第
、
協

議
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
各
診
療
科
、

各
部
門
を
交
え
て
、
施
設
内
の
配
置
等

も
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

本
設
計
は
、
増
築
す
る
施
設
の
具
体
的

な
配
置
場
所
や
規
模
、
概
算
工
事
費
等

を
盛
り
込
ん
で
平
成
20
年
３
月
末
に
完

了
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問　

３
月
に
策
定
さ
れ
た
整
備
基
本

構
想
で
、「
緩
和
ケ
ア
、
慢
性
期
透
析
、

人
間
ド
ッ
ク
」
を
ど
ち
ら
の
病
院
に
配

置
す
る
か
、
今
後
検
討
す
る
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、

ど
ち
ら
の
病
院
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
か
。

答　

診
療
体
制
等
を
検
討
し
て
い
る
医

療
機
能
部
会
で
は
、「
緩
和
ケ
ア
、
慢

性
期
透
析
、
人
間
ド
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、

下
表
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
な
決
定
は
、
今
後
、
施
設
整

備
計
画
の
進
ち
ょ
く
と
併
せ
て
行
わ
れ

ま
す
。

検討内容 部会での検討結果

緩和ケア

　緩和ケア病床を、継続的ながん治療の一環と
して日本海総合病院（現県立日本海病院）に設
置する案と、在宅医療への移行を勘案して日本
海総合病院酒田医療センター（現市立酒田病院）
に設置する案。また、緩和ケア病棟を設置すべき
かについて検討した

　日本海総合病院に緩和ケア病床として、一般
病床10床程度を活用し、緩和ケアチームが回診す
る形が望ましい

人工透析
（慢性期透析）

　慢性期透析は、施設を改修して酒田医療セン
ターに置く方がよいか、日本海総合病院に急性期
透析と一体化して整備する方がよいか、透析を実
施している地域の民間病院等と連携する方法など
を検討した

　慢性期透析に関して、酒田医療センターの一部
を改修して透析室にする案は、建物の構造上困難
であり、人工透析は日本海病院の現有施設で行う
べきである。
　日本海総合病院ではこれまでどおり、原則とし
て急性期透析を行い、慢性期透析は、地域の民
間病院等と連携を図る

人間ドック

　人間ドックは、病院機能の分担や市立酒田病
院に平成16年に新築した人間ドック棟の活用を考
えて酒田医療センターにするか、医師、医療機器
の配置から日本海総合病院に整備する方がよい
かを検討した。
　専門の病床を10床程度整備する方法のほか、
宿泊については近隣のホテルなどを利用する方法
も検討するべきとの意見も出された

　施設整備完了までの移行期間においては、日
本海総合病院、酒田医療センターの両病院で人
間ドックを行う方向で調整する。この間、両病院
の診療科・医療スタッフなどが連携しながら実施
する方向とする。
　施設整備完了後においては、多くの診療科の
医師と内視鏡などの検査が関係することから、日
本海総合病院に置く方が望ましい。
　現在の日本海病院に増築する120床程度の病棟
部分の中に、人間ドックに使用できるような個室
（10床程度）を準備する方向で検討する
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